
分野⑤ 環境・気候

生活や経済活
動で、エネル
ギーをはじめ
調達可能な未
活用資源が生
かされ始め、
生活の充実や
楽しみになっ
ているまち

自然と環境に
配慮した活動
が定着してい
る。

④活動を楽しめる仕組みがある（３
Ｒ）

④環境についての知識が増え、一歩
アクションに踏み出している

④行動・活動の環境負荷が見える化、
評価される

③環境配慮行動のための資金・資
本が確保できる

豊かな自然環
境が維持され
ている

行政が率先して活動する
ことで、協働する組織・
事業所が増える（産業）

生活に必要な
エネルギーを
供給する社会
システムがで
き始める

未活用の再生可能エネル
ギーの活用や実証が増え
る（企業・個人）

楽しみながら環境に配慮
した活動を行う世帯が増
える（民生）

再生可能エネルギーの地
域電力が活用されている
（近隣市町村との協働）

③再生可能エネルギーのメリット
が理解されている

②目にする緑や景観、自然公園が保
全されている

【参考】主観指標：
地域に自然と向き合う
喜びがあると思う市民
の割合

森林の多面的機能が維持
される

②森林の整備・管理が進む

農村の多面的機能が維持
される

①農村・里山の管理が行き届く

Impact Outcome Activity/Output

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政 協働・共創

管理しやすくするためにトイレや駐車場が整備されている

・保全したい地域が見える化、共有されている
・どんな外来種が公園にあるとヤバいのかのレベルを知る
・環境に悪影響のある太陽光パネルは制限されている
・「自然環境」は概念が大きすぎる気がする

・サーキュラーエコノミーフォーマットに変化しつつある
社会に対応している

・再エネに取り組む企業が積極的に選ばれるようになる
・リプレイス（代替素材）のものが積極的に選ばれている

・外来種の駆除を継続的に行う（一年やらないと
ゼロに戻ってしまう）

・関心を持ってもらうためにSNSを活用して発信
する

・自然に触れる木育と連携する（フェスティ
バル）

・管理のための管理でなく、里山の楽しさを発
信する
・里山で遊ぶことが里山整備につながる

・保全したい地域や場所をしっかり決めて
守っていく

・生ゴミを捨てない人が増えている
・環境ネイティブの若者世代から選ばれる地域になっている
（環境活動に取り組む魅力的な企業や仕事が地域にある） ・コンポスト活用を楽しめる仕組みをつくり、地

域や学校で進める
・コンポストを実施することによるゴミ減量の
効果を見える化する

・既存建物の屋上へのソーラーパネル設置を
進める

・農村・里山・森林保全のスタンダードがわ
からない。塩尻スタンダードを決めて関心を
持ってもらう、価値を知ってもらう

・自分の行動が9年後の未来につながる・貢献しているこ
とを実感できる

・エコライフの実践にはお金がかかるため、補
助を出す

・エコ活動をすると地域通貨でエコ商品を買える
仕組みをつくる

・県内の先進事例をみんなで見に行く（小布施
町など）、環境モデル地域から学ぶ機会をつく
る

・国の方針に乗っかるのかどうかを決める（脱
炭素先行地域づくり事業および重点対策加速化
事業）

・SNSでエコライフを発信/SNSで「＃あしもと
から」のような活動を広げる

・企業が環境保全に取り組むメリットをつくる
・ISO14001だけでなく、取得した企業がPRに
なるような塩尻環境ライセンスをつくる

・企業による電気の域内消費を高める

・設備投資の補助金など受け身な施策以外に、
企業がやる気になるメリットのある施策を行う

・大人が子供に学ぶ機会がある

・環境への負荷が見える仕組みをつくり、関心
を持ってもらう

・未利用資源をリストアップする

・エコライフ大賞などで好事例のPRを

【資料１】

・未利用の資源
の具体的なのか
・未利用資源の
発見ではなく活
用の方が現実的

・豊かな自然とは、
どのレベルか
・共通のイメージ
欲しい

※青字は意見などを受けた修正

ワークショップの内容・ロジックモデルの変更点の概要
・ありたい姿の詳細や、長期アウトアムの確認がされ、初期アウトカムの具体的なイメージを踏まえて、
文言を調整をしている。

・初期アウトカムについては、現状とそのギャップの把握・共有から始める必要性への意見が出た。
・アクティビティについては、現状実施していることと、これから取り組めることの再整理したい意見が出た。
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